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南
関
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
委
員
長
：
大お

お

木き

義よ
し

隆た
か

副
町
長
）は
、「
第
20
回
な
ん
か
ん
古
小
代
の
里
陶

器・梅
ま
つ
り
」を
3
月
4
日
と
5
日
の
2
日
間
、南
の

関
う
か
ら
館
特
設
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の「
大
陶
器
市
」に
は
、荒
尾・玉
名
地
域
を

中
心
に
20
の
窯
元
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
味
わ
い
の
あ

る
陶
器
を
並
べ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
陶
芸
展
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町
内
の
小
学

6
年
生
が
作
成
し
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
お
皿
な
ど
個

性
光
る
作
品
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
窯
元
や
岱
志
高
校
生
に
よ
る「
ろ
く
ろ・手
び
ね
り

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
の
人
た
ち
が
陶
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
、そ

れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
同
館
北
側
駐
車
場
に
設
営
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

文
化
協
会
や
ダ
ン
ス
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
は
じ
め
、ク
イ
ズ
大
会
や
ひ
ょっ
と
こ
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
と
観
客
が一体
と
な
り
、会
場
は
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
同
会
場
に
は
、町
内
の
特
産
品
や
農
産
物
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
約
30
店
舗
が
並
び
、買
い
物
を
楽
し
む
人
の

笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
古
小

代
の
里
公
園
で
は
、登
り
窯
跡
や
梅
の
木
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、竹
あ
か
り
の
点
灯
が
さ
れ
た
ほ
か
、賢
木
地
区

の
音
楽
愛
好
家
が
集
ま
って
多
彩
な
音
楽
を
披
露
し
、

観
客
は
幻
想
的
な
風
景
の
中
で
音
楽
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
ま
つ
り
と
同
日
に
関
町
商
店
街
で
は
、3
年
ぶ
り
に

「
関
の
初
市
」が
催
か
れ
、露
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
を
楽
し
も
う
と
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

翌檜窯�........................... (荒尾市)
陶工房�リベルテ�............ (荒尾市)
小岱焼�末安窯�.............. (荒尾市)
小代焼�ふもと窯�............ (荒尾市)
小代瑞穂窯�................... (荒尾市)
小代本谷ちひろ窯�......... (荒尾市)
小代焼�一先窯�.............. (長洲町)
陶芸丸山�....................... (玉名市)
木の葉猿窯元................ (玉東町)
銀河ステーション�陶芸工房
....................................... (和水町)
坂下窯�........................... (南関町)
小代焼�岱平窯�.............. (南関町)
寂窯�............................... (南関町)
末吉窯�........................... (南関町)
小代松風焼�野田窯�...... (南関町)
田原弓陶芸美歩志窯�.... (南関町)
素月窯�............................ (南関町)
小代焼�たけみや窯�........ (嘉島町)
まもる窯�......................... (南関町)
三池焼�........................... (南関町)

❖出店窯元❖

第20回
なんかん古小代の里

陶器・梅まつり

４
年
ぶ
り
、春
を
彩
る


